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第３章 障がい者・児をとりまく状況 
 

１．総人口の推移  

（１）人口構成の推移 

国勢調査による平成１７年と令和２年における小郡市の人口構成の推移に

ついてみると、子どもの人口はやや減少し、６０歳以上の高齢者人口は増加し

ており、１５年の間に人口構成が大きく変化していることがわかります。 

また、多くが結婚・出産を経験する２０～３０歳前後の年齢階層についても

減少しており、今後の少子高齢化の加速が予測されます。 

 

 

＜人口構成の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成１７年、令和２年国勢調査結果（総務省統計局） 
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（２）年齢３区分別人口構成の推移 

  小郡市の総人口は、平成１７年の５７，４８１人から令和２年の５９，３６

０人と１５年間で１，８７９人増加しています。 

  また、年齢３区分別人口構成の推移についてみると、年少人口（０～１４歳）

と生産年齢人口（１５～６４歳）は減少傾向にあります。老年人口（６５歳以

上）は増加傾向にあり、令和２年は平成１７年と比べると、構成比において約

１．４倍となっています。 

 

＜年齢３区分別人口構成の推移＞ 

単位：人 

  平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 令和 2 年 

総人口 57,481 58,499 57,983 59,360 

年少人口（０～１４歳） 9,341 9,094 8,286 8,115 

  構成比 16.3% 15.5% 14.3% 13.7% 

生産年齢人口（１５～６４歳） 36,732 36,205 34,489 33,967 

  構成比 63.9% 61.9% 59.5% 57.2% 

老年人口（６５歳以上） 11,406 13,162 15,089 16,834 

  構成比 19.8% 22.5% 26.0% 28.4% 

年齢不詳 2 38 119 444 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成１７年、２２年、２７年、令和２年国勢調査結果（総務省統計局） 
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２．障がい者・児の状況  

（１）全体の状況 

  令和５年４月１日現在の障害者手帳所持者数は３，１５３人（身体障害者手

帳：２，０１０人、療育手帳：５４６人、精神障害者保健福祉手帳：５９７人）

となっています。平成３０年と比較すると、２８３人（身体障害者手帳：５２

人減少、療育手帳：１３６人増加、精神障害者保健福祉手帳：１９９人増加）

増加しています。 

  また、手帳所持率（総人口に占める手帳所持者の割合）は、障がい者・児全

体で５．２９％となっています。 

 

＜障害者手帳所持者数の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年４月１日現在    ※重複障がいの場合、全てに計上しています。 
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（２）身体障害者手帳所持者の状況 

  令和５年４月１日現在の身体障害者手帳所持者数を年齢別にみると、「１８

歳未満」は５３人、「１８歳～６４歳」は４８６人、「６５歳以上」は１，４７

１人となっています。 

  年齢別の推移でみると、「１８歳～６４歳」は減少傾向、「１８歳未満」「６

５歳以上」は年により増減はあるものの、横ばいの傾向にあります。 

 

＜身体障害者手帳所持者数（年齢別）の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜身体障害者手帳所持者数（年齢別）構成比の推移＞ 
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  令和５年４月１日現在の身体障害者手帳所持者数を等級別にみると、重度

（１級、２級）が全体の４５％、中度（３級、４級）が全体の４０％であり、

中重度（１級～４級）で全体の８割以上を占めています。 

 

＜身体障害者手帳所持者数（等級別）の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年４月１日現在 

 

＜身体障害者手帳所持者数（年齢別）構成比の推移＞ 
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  令和５年４月１日現在の、身体障害者手帳所持者数の推移を障がい部位別

にみると、「肢体不自由」が９４７人と最も多く、「内部障がい」が６８０人、

「聴覚・平衡機能障がい」が２１２人となっています。 

 

＜身体障害者手帳所持者数（障がい部位別）の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年４月１日現在 

※重複して障がいがある場合は、主な障がい部位に計上しています。 

 

＜身体障害者手帳所持者数（障がい部位別）構成比の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年４月１日現在 
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（３）療育手帳所持者の状況 

  令和５年４月１日現在の療育手帳所持者数を年齢別にみると、「１８歳未

満」は１６８人、「１８歳～６４歳」は３４１人、「６５歳以上」は３７人と

なっています。 

  年齢別の推移でみると「１８歳未満」が令和２年にいったん増加しました

が、その後は全体として横ばいの傾向にあります。 

 

＜療育手帳所持者数（年齢別）の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜療育手帳所持者数（年齢別）構成比の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年４月１日現在 
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  令和５年４月１日現在の療育手帳所持者数の推移を判定別にみると、軽度

（Ｂ２）が１８２人と最も多く、重度（Ａ２）が１２４人と続いています。 

  判定別構成比でみると、軽度（Ｂ２）の割合が年々高くなっています。 

 

 

＜療育手帳所持者数（判定別）の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年４月１日現在 

 

＜療育手帳所持者数（判定別）構成比の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年４月１日現在 
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（４）精神障害者保健福祉手帳所持者の状況 

  令和５年４月１日現在の精神障害者保健福祉手帳所持者数を年齢別にみる

と、「１８歳未満」は３５人、「１８歳～６４歳」は４７５人、「６５歳以上」

は８７人となっており、増加傾向にあります。 

  年齢別構成比をみると、「１８歳～６４歳」が最も多く、おおむね８割前後

を占めています。 

 

＜精神障害者保健福祉手帳所持者数（年齢別）の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年４月１日現在 

 

＜精神障害者保健福祉手帳所持者数（年齢別）構成比の推移＞ 
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  令和５年４月１日現在の精神障害者保健福祉手帳所持者数を等級別にみる

と、２級が３６９人と突出しており、３級が１９５人と続いています。 

  平成３０年と比較すると、１級は約２倍、２級、３級ともに約１．５倍に増

加しています。 

 

＜精神障害者保健福祉手帳所持者数（等級別）の推移＞ 

単位：人 

 

各年４月１日現在 

 

＜精神障害者保健福祉手帳所持者数（等級別）構成比の推移＞ 
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（５）自立支援医療（精神通院）受給者証所持者の状況 

令和５年４月１日現在の自立支援医療（精神通院）受給者証所持者数は９１

３人で、精神障害者保健福祉手帳所持者数（５９７人）を大きく上回っていま

す。令和５年は減少していますが、それでも平成３０年より１割以上増加して

います。 

 

＜自立支援医療（精神通院）受給者証所持者数（年齢別）の推移＞ 
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各年４月１日現在 

 

＜自立支援医療（精神通院）受給者証所持者数（年齢別）構成比の推移＞ 
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（６）障がい福祉サービス受給者証等の所持者の状況 

  障がい福祉サービス受給者証の発行数は増加傾向にあり、平成３０年から

令和５年で１割以上増加しています。 

  年齢別構成では「１８歳～６４歳」、「６５歳以上」の受給者証所持者数は増

加傾向にあります。 

 

＜障がい福祉サービス受給者証所持者数の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年４月１日現在 
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  年齢別構成では、「１８歳～６４歳」の所持者数に多少の増減がみられます
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  障がい児通所受給者証の所持者数は、増加の一途をたどっています。平成３

０年から令和５年で約２倍となっており、今後も増加が見込まれます。 

 

＜障がい児通所受給者証所持者数の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年４月１日現在 

 

 

（７）指定難病受給者証所持者の状況 

  指定難病受給者証所持者数は、継続して増加の傾向にあります。 

 

＜指定難病受給者証所持者数の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北筑後保健福祉環境事務所 事業概要 各年度３月３１日現在 
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３．就学等の状況  

（１）小学校の特別支援学級の状況 

  市内の公立小学校８校全てに特別支援学級が設置されています。学級数は

年々増加し、特に自閉症・情緒障がいの学級は平成３０年から令和４年の間で

約１．８倍となっています。 

  児童数をみると、平成３０年から令和４年の間で、１４６人から２９０人と

なり、約２倍となっています。 

 

＜特別支援学級数の推移＞ 

単位：学級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：学校基本調査 各年５月１日現在 

 

＜特別支援学級児童数の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：学校基本調査 各年５月１日現在 
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（２）中学校の特別支援学級の状況 

  市内の公立中学校５校全てに特別支援学級が設置されています。学級数は

年々増加し、特に自閉症・情緒障がいの学級は平成３０年から令和４年の間で

２．７５倍となっています。 

  生徒数をみると、平成３０年から令和４年の間で３８人から１００人とな

り、約２．６倍となっています。 

 

＜特別支援学級数の推移＞ 

単位：学級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：学校基本調査 各年５月１日現在 

 

＜特別支援学級生徒数の推移＞ 

単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：学校基本調査 各年５月１日現在 
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（３）通級指導教室の状況 

  小学校の通級指導教室に通う児童の数は、年度ごとに多少の増減はありま

すが、概ね横ばいで推移しています。 

 中学校の通級指導教室に通う生徒の数は年々増加しています。 

 

＜大原小学校通級指導教室（ことばの教室・おおはら教室）通級児童数の推移＞ 

単位：人 

 
小郡市教育委員会 各年５月１日現在 

 

 

＜大原中学校通級指導教室（大原中教室） 通級生徒数の推移＞ 

単位：人 

 

小郡市教育委員会 各年５月１日現在 
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４．障がい福祉関係事業費（扶助費）の状況  

  障がい福祉関係事業費（扶助費）全体は、５年間を通して増加傾向にありま

す。特に障がい福祉サービス費、障がい児施設給付費は年々増加しており、平

成３０年から令和４年では、障がい福祉サービスでは約１．３倍、障がい児施

設給付費では約２．６倍となっています。 

 

＜障がい福祉関係事業費（扶助費）の現状＞ 

単位：円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,025,327,818 
1,118,425,911 1,158,530,429 

1,263,209,336 
1,342,423,860 

11,095,485 

13,423,945 
10,787,448 

12,253,114 

11,423,614 

36,611,653 

36,177,847 
33,980,212 

36,457,803 
39,896,880 

209,174,294 

280,390,723 
341,125,013 

443,571,804 

546,866,014 

37,289,386 

49,190,174 

45,099,572 

48,524,230 

49,872,452 

0

500,000,000

1,000,000,000

1,500,000,000

2,000,000,000

2,500,000,000

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

障がい福祉サービス費 補装具費 地域生活支援事業費 障がい児施設給付費 障がい者医療費


